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教育活動プラン⑤『主体的に生活をつくる』

個々の児童がよりよく成長

を遂げるためには、毎日の生

活の基盤となる集団が望まし

いものでなければなりません。

しかし、ときには学級や学校

生活の場において、児童の間

で誤解や対立が生じることが

あります。このような問題を

児童が自ら見い出し、自主的

に解決できるようにするため

に、一人一人の思いや願いを

生かし、話合いを繰り返す過

程で、望ましい集団活動の方

法や実践的な態度を身に付け

ていくことが重要です。 

○児童会、委員会活動を中心に、生活目標の達成に取り組む 

○「○○っ子のがんばり」と題して具体的な目標項目を掲げて取り組む 

○「元気なあいさつができる学校」「みんなが黙って集合できる学校」など、全校生に呼びか

けて学校の宝づくりをする 

○宿泊体験学習の成果を日常生活へ生かすために、学習実施後、数ケ月間の学校生活を踏ま

えて報告会を実施する 

２ 集団の在り方を約束し、守り合う大切さを実感させる

実践事例①：児童に学校のルールを決めさせる

ある学校では、児童が主体的に提案し行動する児童会活動を推進

することで、よりよい集団をつくろうという意識を高めています。

まず、生活を振り返り課題を発見します。例えば、廊下歩行が課

題だと考えた生活応援委員会では、次のように取り組みました。

○全校集会で、児童が廊下歩行への取組を提案する。

○昼休みに生活応援委員会の児童が校内をパトロールして、廊下

の歩き方やスリッパの整頓の状況を点検し、きとんとできてい

る児童や学級を見つけ、放送で紹介する。

○児童一人一人に「がんばりカード」を持たせ、期間中の自分の

行動を自己評価させる。

これらの取組により、模範になろうとする姿やきまりを守ろうと

お互いに声を掛け合う姿が見られるようになっています。

望ましい集団活動とは・・・ 
ア 活動の目標を全員でつくり，その目標について全員が共通の理

解をもっていること。 

イ 活動の目標を達成するための方法や手段などを全員で考え，

話し合い，それを協力して実践できること。 

ウ 一人一人が役割を分担し，その役割を全員が共通に理解し，自

分の役割や責任を果たすとともに，活動の目標について振り返

り，生かすことができること。 

エ 一人一人の自発的な思いや願いが尊重され，互いの心理的な

結びつきが強いこと。 

オ 成員相互の間に所属感や所属意識，連帯感や連帯意識がある

こと。 

カ 集団の中で，互いのよさを認め合うことができ，自由な意見交換

や相互の関係が助長されるようになっていること。 

（小学校学習指導要領解説 特別活動編より）

【具体的な実践事例】
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